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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第28期

第２四半期累計期間
第29期

第２四半期累計期間
第28期

会計期間
自 平成24年２月21日
至 平成24年８月20日

自 平成25年２月21日
至 平成25年８月20日

自 平成24年２月21日
至 平成25年２月20日

売上高 (千円) 20,824,803 19,226,136 39,653,441

経常利益 (千円) 776,454 373,055 683,930

四半期(当期）純利益 (千円) 1,683,127 84,415 1,079,130

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 1,229,250 1,229,250 1,229,250

発行済株式総数 (株) 12,051,384 12,051,384 12,051,384

純資産額 (千円) 7,614,702 6,974,276 6,950,246

総資産額 (千円) 18,789,340 17,832,821 16,878,255

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 139.69 7.01 89.56

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 5.00 5.00 10.00

自己資本比率 (％) 40.5 39.1 41.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 402,161 146,650 422,997

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 116,271 △66,857 76,297

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,437,156 39,718 △1,697,132

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 674,297 514,695 395,184

　

回次
第28期

第２四半期会計期間
第29期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成24年５月21日
至 平成24年８月20日

自 平成25年５月21日
至 平成25年８月20日

１株当たり四半期純利益金額又
は四半期純損失金額（△）

(円) 4.00 △3.26

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府主導の経済対策および金融政策への期待感から円

安、株価の上昇が進み、輸出関連企業を中心とした企業収益の改善が見られました。一方で、個人消費

の動向は、株高を背景とした高所得者層で改善傾向が見られたものの、全体の所得環境の好転までは至

らず、力強さに欠ける状態で推移しました。

当社が属する専門店業界におきましては、少子高齢化に伴い国内市場の成長が見込めない中、商業施

設の活性化に際しての外資系専門店の導入や、消費者のデフレマインドが根強く残存する中で、顧客の

争奪が一層激しさを増す経営環境で推移しました。

このような環境の中、当社におきましては、「永続的安定成長」を目指し、「増収増益基盤」を確立

すべく、郊外主力事業のＭＤ（マーチャンダイジング）強化ならびに、独自の商品企画開発の強化を背

景とした直接貿易の拡大等により、収益性の向上に取り組んでまいりました。

当第２四半期累計期間におきましては、春物商品は順調に推移したものの、初夏物の動向の遅れ、猛

暑の中での不安定な天候等の影響もあり、既存店売上高前年比は96.2％となりました。店舗の出退店に

おきましては、新規に29店舗を出店し26店舗を退店した結果、第２四半期会計期間末の店舗数は789店

舗となりました。また、ＦＣ（フランチャイズ）事業の期末店舗数は13店舗となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は192億26百万円（前年同期比7.7％減）、営業利

益は３億53百万円（前年同期比33.6％減）、経常利益は３億73百万円（前年同期比52.0%減）となりま

した。また、四半期純利益につきましては、84百万円（前年同期比95.0％減）となりました。なお、前

年同期の経常利益および四半期純利益につきましては、合併に伴い、営業外収益として貸倒引当金戻入

額１億90百万円、法人税等調整額として△10億97百万円の計上がありました。　

　
報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。　

①店舗小売事業

店舗小売事業においては、雑貨マーケット全体の不振や夏物の出遅れにより、売上高は186億72百万

円（前年同期比8.1％減）、営業利益は２億83百万円（前年同期比36.5％減）となりました。

②ＦＣ（フランチャイズ）事業　

ＦＣ事業においては、新店１店舗増加と既存店の微減収の影響から、売上高は４億74百万円（前年同

期比8.1％増）、営業利益は63百万円（前年同期比21.5％減）となりました。

　
（２）財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の資産は178億32百万円となり、前事業年度末に比べて９億54百万円増加し

ました。これは主に季節要因による預け金の増加によるものです。

負債については、前事業年度末に比べて９億30百万円増加して108億58百万円となりました。これも

主に季節要因による買掛金の増加によるものです。

純資産については、69億74百万円となり、前事業年度末に比べて24百万円増加しました。これは主に

四半期純利益の計上と配当金の支払によるものです。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下　資金）は、前事業年度末残高に比べ１

億19百万円増加し、５億14百万円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フロー

の状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は、１億46百万円（前年同期は４億２百万円の増加）となりました。こ

れは、主として税引前四半期純利益の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、66百万円（前年同期は１億16百万円の増加）となりました。これ

は、主として出店に伴う保証金の差入額の増加によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果増加した資金は、39百万円（前年同期は14億37百万円の減少）となりました。これ

は、主として短期借入金の増加によるものです。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,360,000

計 27,360,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年８月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年10月２日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,051,384 12,051,384
東京証券取引所
JASDAQ

(スタンダード）
 

単元株式数100株

計 12,051,384 12,051,384 ― ―

(注)　平成25年７月16日付で大阪証券取引所は東京証券取引所と統合し東京証券取引所JASDAQ(スタンダード）
になっております。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年８月20日 ― 12,051,384 ― 1,229,250 ― 1,203,225
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(6) 【大株主の状況】

平成25年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ユニーグループ・ホールディングス株式会社 愛知県稲沢市天池五反田町１番地 7,493 62.2

野村信託銀行株式会社(投信口) 東京都千代田区大手町２丁目２－２ 274 2.3

パレモ従業員持株会 愛知県稲沢市天池五反田町１番地　 253 2.1

岩間　公一 名古屋市千種区 225 1.9

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 130 1.1

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 53 0.4

岩間商事株式会社
愛知県名古屋市千種区池下１丁目１
－１

52 0.4

サンラリー株式会社 岐阜県岐阜市北鶉３丁目16番地 50 0.4

HSBC-FUND SERVICES,SPARX ASSET MANAGEMENT
CO.,LTD

1 QUEEN'S ROAD CENTRAL HONG KONG 33 0.3

久保　健一 広島市安佐北区 31 0.3

計 ― 8,598 71.3

(注)１　所有株式数は、千株未満を切り捨てております。

(注)２　次の法人から、平成24年３月２日に大量保有報告書の写しの送付があり（報告義務発生日 平成24年２月29

日）、次のとおり株式を所有している旨報告を受けておりますが、当事業年度末現在における実質所有株式数

の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

スパークス・アセット・マ
ネジメント株式会社

東京都品川区大崎一丁目11番２号
ゲートシティ大崎

379 3.1

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　  　4,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　11,890,800 118,908 ―

単元未満株式 普通株式    156,584 ― ―

発行済株式総数 12,051,384 ― ―

総株主の議決権 ― 118,908 ―

　

② 【自己株式等】

平成25年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社パレモ

愛知県稲沢市天池五反田町１番地 4,000 ― 4,000 0.03

計 ― 4,000 ― 4,000 0.03
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成25年5月21日か

ら平成25年８月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年２月21日から平成25年８月20日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目

からみて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げ

ない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　
資産基準 1.2%

売上高基準 1.6%

利益基準 9.3%

利益剰余金基準 2.1%

※会社間項目の消去前の数値により算出しております。　

　

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社パレモ(E03415)

四半期報告書

 8/18



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年２月20日)

当第２四半期会計期間
(平成25年８月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 395,184 514,695

売掛金 73,751 90,396

預け金 1,294,833 2,150,047

商品 3,327,147 3,317,306

貯蔵品 23,315 21,789

前払費用 15,854 47,214

繰延税金資産 204,464 205,745

未収入金 55,298 59,460

1年内回収予定の差入保証金 521,982 365,480

その他 41 1,400

貸倒引当金 △130 △130

流動資産合計 5,911,742 6,773,406

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,372,611 1,361,145

工具、器具及び備品（純額） 218,087 231,075

建設仮勘定 12,468 9,852

有形固定資産合計 1,603,166 1,602,073

無形固定資産

商標権 3,816 3,295

ソフトウエア 13,506 143,405

電話加入権 64,373 64,373

その他 809 506

無形固定資産合計 82,506 211,580

投資その他の資産

投資有価証券 5,100 5,100

関係会社株式 40,000 40,000

出資金 3,349 3,379

長期前払費用 118,989 146,818

繰延税金資産 1,072,888 1,052,787

差入保証金 7,945,268 7,881,302

店舗賃借仮勘定 28,889 40,506

前払年金費用 156,756 177,161

破産更生債権等 87,302 73,805

その他 116,464 101,377

貸倒引当金 △294,167 △276,476

投資その他の資産合計 9,280,839 9,245,761

固定資産合計 10,966,512 11,059,415

資産合計 16,878,255 17,832,821

EDINET提出書類

株式会社パレモ(E03415)

四半期報告書

 9/18



(単位：千円)

前事業年度
(平成25年２月20日)

当第２四半期会計期間
(平成25年８月20日)

負債の部

流動負債

支払手形 16,561 11,565

電子記録債務 3,070,775 2,625,396

買掛金 833,799 1,696,390

短期借入金 400,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 500,000 500,000

未払金 302,026 504,295

未払費用 1,209,406 1,267,219

未払法人税等 159,928 154,259

未払消費税等 72,178 69,884

預り金 146,896 290,853

賞与引当金 182,800 185,600

資産除去債務 19,819 19,635

設備関係支払手形 81,388 107,222

流動負債合計 6,995,580 7,932,323

固定負債

長期借入金 1,600,000 1,600,000

退職給付引当金 596,742 594,047

資産除去債務 691,112 699,173

長期未払金 44,573 33,001

固定負債合計 2,932,428 2,926,221

負債合計 9,928,009 10,858,545

純資産の部

株主資本

資本金 1,229,250 1,229,250

資本剰余金

資本準備金 1,203,225 1,203,225

その他資本剰余金 230,758 230,758

資本剰余金合計 1,433,983 1,433,983

利益剰余金

利益準備金 60,850 60,850

その他利益剰余金

別途積立金 2,970,000 2,970,000

繰越利益剰余金 1,257,369 1,281,546

その他利益剰余金合計 4,227,369 4,251,546

利益剰余金合計 4,288,219 4,312,396

自己株式 △1,207 △1,353

株主資本合計 6,950,246 6,974,276

純資産合計 6,950,246 6,974,276

負債純資産合計 16,878,255 17,832,821
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
　至 平成25年８月20日)

売上高 20,824,803 19,226,136

売上原価 9,691,519 8,737,974

売上総利益 11,133,284 10,488,162

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 275,708 263,040

役員報酬及び給料手当 4,233,034 4,033,268

賞与引当金繰入額 180,600 185,600

役員賞与引当金繰入額 16,812 －

退職給付引当金繰入額 77,698 61,219

福利厚生費 539,095 556,453

消耗品費 349,973 344,534

賃借料 3,309,791 3,151,488

減価償却費 253,107 219,216

水道光熱費 354,775 367,757

その他 1,010,973 952,421

販売費及び一般管理費合計 10,601,571 10,134,999

営業利益 531,713 353,163

営業外収益

受取利息 877 740

受取配当金 8,000 8,000

債務勘定整理益 10,758 21,312

為替差益 1,642 －

貸倒引当金戻入額 190,447 9,562

その他 56,651 2,891

営業外収益合計 268,377 42,507

営業外費用

支払利息 13,773 8,578

為替差損 － 10,583

その他 9,863 3,453

営業外費用合計 23,636 22,615

経常利益 776,454 373,055

特別利益

移転補償金 4,308 58

特別利益合計 4,308 58

特別損失

固定資産処分損 22,244 18,185

減損損失 61,290 128,307

その他 2,600 6,477

特別損失合計 86,134 152,970

税引前四半期純利益 694,627 220,143

法人税、住民税及び事業税 108,957 116,907

法人税等調整額 △1,097,456 18,820

法人税等合計 △988,499 135,727

四半期純利益 1,683,127 84,415
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
　至 平成24年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
　至 平成25年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 694,627 220,143

減価償却費 253,107 219,216

減損損失 61,290 128,307

長期前払費用償却額 22,582 20,267

貸倒引当金の増減額（△は減少） △186,147 △9,426

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,850 2,800

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 16,812 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △27,392 △2,695

前払年金費用の増減額（△は増加） △3,766 △20,405

受取利息及び受取配当金 △8,877 △8,740

支払利息 13,773 8,578

固定資産処分損益（△は益） 23,904 15,590

売上債権の増減額（△は増加） △856,640 △871,858

たな卸資産の増減額（△は増加） 234,570 11,366

仕入債務の増減額（△は減少） 278,305 429,537

その他 24,807 100,105

小計 555,805 242,785

利息及び配当金の受取額 8,882 8,740

利息の支払額 △12,628 △8,576

法人税等の支払額 △205,709 △114,809

法人税等の還付額 55,810 18,510

営業活動によるキャッシュ・フロー 402,161 146,650

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △209,693 △225,789

長期前払費用の取得による支出 △24,650 △34,026

差入保証金の差入による支出 △146,140 △229,213

差入保証金の回収による収入 543,134 441,372

その他 △46,379 △19,199

投資活動によるキャッシュ・フロー 116,271 △66,857

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,400,000 100,000

長期借入れによる収入 1,600,000 －

長期借入金の返済による支出 △600,000 －

配当金の支払額 △36,167 △60,135

自己株式の取得による支出 △989 △146

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,437,156 39,718

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △918,723 119,511

現金及び現金同等物の期首残高 928,631 395,184

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 664,390 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 674,297 514,695
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【会計方針の変更等】
　

当第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日 至 平成25年８月20日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年２月21日以後に取得した有形固定資産に

ついては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。これによる損益に与える影響は軽微

であります。

 
(会計方針の変更)

従来、外貨建金銭債権債務に係る為替予約については振当処理を採用しておりましたが、財務管理体制を踏ま

えて検討した結果、デリバティブ取引に係る損益をより的確に表示するため、第１四半期会計期間より、原則的

な処理方法に変更いたしました。これによる損益に与える影響は軽微であります。また、当該会計方針の変更

は、過去の期間に与える影響額がないため、遡及適用しておりません。

 

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　  該当事項はありません。

　
【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
至 平成24年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
至 平成25年８月20日)

　 現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

 
　　現金及び現金同等物の四半期末残高は、四半期貸借

対照表の現金及び預金と一致しております。　

   現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

 
同左

　

　

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成24年２月21日 至 平成24年８月20日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日
定時株主総会

普通株式 36,275 ５ 平成24年２月20日 平成24年５月14日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月28日
取締役会

普通株式 60,242 ５ 平成24年８月20日 平成24年11月１日 利益剰余金
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３．株主資本の著しい変動

(千円）

　 資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

資本準備金
その他資本
剰余金

利益
準備金

その他利益剰余金

別途
積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 1,229,250 1,203,225 － 60,850 2,970,000 274,757 △7,375 5,730,706

合併による
増加

　 　 238,134 　 　 　 　 238,134

合併による自
己株式の割当

　 　 △7,375 　 　 　 7,375 －

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △36,275 　 △36,275

四半期純利益 　 　 　 　 　 1,683,127 　 1,683,127

自己株式の
取得

　 　 　 　 　 　 △989 △989

当四半期変動
額合計

－ － 230,758 － － 1,646,851 6,386 1,883,996

第２四半期会
計期間末

1,229,250 1,203,225 230,758 60,850 2,970,000 1,921,608 △989 7,614,702

　※平成24年２月21日に株式会社鈴丹を吸収合併したことに伴い、資本剰余金のその他資本剰余金が

238,134千円増加し、自己株式が7,375千円減少しました。

　
　
当第２四半期累計期間(自 平成25年２月21日 至 平成25年８月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日
定時株主総会

普通株式 60,239 ５ 平成25年２月20日 平成25年５月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月27日
取締役会

普通株式 60,236 ５ 平成25年８月20日 平成25年11月１日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成24年２月21日 至 平成24年８月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額
四半期損益計
算書計上額

店舗小売事業 ＦＣ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,322,071 438,785 20,760,857 63,946 20,824,803 － 20,824,803

セグメント間の内部売上
高 又は振替高

－ － － － － － －

計 20,322,071 438,785 20,760,857 63,946 20,824,803 － 20,824,803

セグメント利益 446,451 80,281 526,733 4,980 531,713 － 531,713

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネットでの商品販売等

であります。

２.セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社は、株式会社鈴丹との合併により、ＦＣ事業を承継したことに伴い、第１四半期より、店舗小売

事業及びＦＣ事業を報告セグメントとして記載しております。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「店舗小売事業」セグメントにおいて、減損損失を61,290千円計上しております。

　
４．報告セグメントごとの資産に関する情報

平成24年２月21日付の株式会社鈴丹との合併により、前事業年度末に比して、当第２四半期会計期間

の末日における報告セグメントごとの資産の金額が著しく変動しております。その内容は、次のとおり

であります。

店舗小売事業 15,568,175千円 （前事業年度末 10,589,464千円）

ＦＣ事業 581,000千円 （前事業年度末 －千円）

その他 13,553千円 （前事業年度末 14,076千円）

全社 2,626,611千円 （前事業年度末 1,596,245千円）
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Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成25年２月21日 至 平成25年８月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
（注）１

合計 調整額
四半期損益計
算書計上額店舗小売事業 ＦＣ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 18,672,111 474,197 19,146,308 79,828 19,226,136 － 19,226,136

セグメント間の内部売上
高 又は振替高

－ － － － － － －

計 18,672,111 474,197 19,146,308 79,828 19,226,136 － 19,226,136

セグメント利益 283,519 63,001 346,521 6,642 353,163 － 353,163

(注) １.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネットでの商品販売等

であります。

２.セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「店舗小売事業」セグメントにおいて、減損損失を128,307千円計上しております。

　
　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成24年２月21日
至 平成24年８月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年２月21日
至 平成25年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 139円69銭 ７円01銭

    (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 1,683,127 84,415

　　普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,683,127 84,415

   普通株式の期中平均株式数(株) 12,049,298 12,047,590

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　
２ 【その他】

中間配当

　平成25年９月27日開催の取締役会において、中間配当金として１株につき５円（総額60,236千円）を支

払うことを決議しました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   山川　勝　   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   奥谷　浩之   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年10月２日

株式会社パレモ

取締役会  御中

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社パレモの平成25年２月21日から平成26年２月20日までの第29期事業年度の第２四半期会計期間(平成

25年５月21日から平成25年８月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年２月21日から平成25年８月20日

まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社パレモの平成25年８月20日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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